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神奈川工科大学　ＫＡＩＴ工房

　　マネージャー　板野　直己

自由な創作活動を応援する
『ＫＡＩＴ工房』
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発 表 項 目

１．ものづくり工房設立の背景
　 １）キャンパス再開発計画
　　２）ＫＡＩＴ工房活用内容

２．ものづくり ３つのカギと方策
　 　１）やる場：①建物，②設備，③道具・材料，④アドバイス　　
　　２）やる腕：①安全方針，②安全指導の３点セット：ライセンス制度
　　　　　　　　 ③ ライセンス管理システム　　

　　３）やる気：①夢プロ制度，②各種イベント（ものづくり・科学教室など）
　　　　　　　　　③作品展示・教材，④表彰制度

３．活動実績
　 　１）工房利用実績：①工房利用状況
　　２）イベント：①地域住民，②学園祭（作品コンテスト，その他）

４．今後の課題
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１．ものづくり工房設立の背景

神奈川工科大学は、技術立国日本を支える
エンジニアおよび実社会でリーダーシップを
とって活躍しうる人材の育成を目指しています。

その教育と研究の為に、キャンパス再開発事業を
積極的に推進しております。　『ＫＡＩＴ工房』はその
一貫であり、学生のものづくりにおける自主的活動
を目的として誕生しました。
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１－１）．再開発計画
＊塗色部が再開発施設を示す（２００６～２００９／３）
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１－２）．ＫＡＩＴ工房の利用形態

１．夢実現プロジェクト助成金獲得団体の活動場所

２．大学の認めたプロジェクトの活動場所

３．自主性のある個人やグループがものを創作する場所、つまり

　　多くの学生が立ち寄り、気軽に指導員の支援を得てものを造る場所

４．卒業研究などの実験用部品を自作したい場合の活動場所

５．科学実験や体験学習をしたり、作品を展示する場所

６．学内外のコンテスト参加を支援したり、コンテストを開催する場所

７．地域社会・産業界と連携した県央地区ものづくり拠点

大学のカリキュラムでない自由なものづくり施設
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２．ものづくり３つのカギと方策

　

やりたくなる環境

成功体験,分析

知識・技能
場所，時間，

　風土（雰囲気）

やる気

やる腕 やる場

三位一体

１．夢プロジェクト
２．作品事例の展示
３．教材開発
４．イベント開催

１．安全講習会
２．設備講習会
３．ライセンス制度

１．建物，設備，道具，材料（ショップ）
２．アドバイス体制
３．活用可能日・時間帯

３

２ １
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①-a．建 物

＊自由な発想が
　　膨らむ環境
＊Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｅ
　　し易い環境
＊やる気を起こさ
　　せる環境

『森のような工房』
『星空のようなプラン』

●部屋毎の仕切りが無い大空間
●３０５本の薄い板状の支柱で開放感
　（４２本の垂直荷重用．２６３本の耐震用）
●変形菱形平屋建て（２０００㎡，高さ５ｍ）
●側面は総ガラス，天井４０％ガラス張り
●プッシュ・プル換気＆空調設備
●白色塗装統一（建物，付属機器類）
●多数の植木鉢

２－１）．やる場
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①-b．建 物 構 造

天井梁
（鉄骨格子）

耐震用支柱
（２６３本）

荷重用支柱
（４２本）

変形菱形　２０００㎡（高さ５ｍ）
仕切り壁無し

２００９年度日本建築学会作品賞受賞
（設計：石上純也氏）
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①-c．建 物 支 柱

どの場所でも開放感とプライベート保護感がある

ＫＡＩＴ工房コンセプト：森の中でのものづくり
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②-ａ．設 備
２－１）．やる場

大型機械，溶接、
塗装は工場活用

管
理
室

機械加工 陶芸・鋳造

ＰＣ

印刷

木工加工

ショップ

エントランス

作業
作業

作業

受付

Ａ１インクジェット
プリンター，Ａ２ラミ
ネーター，カッテｲ
ングマシン，Ｔシャ
ツプリンター(各１）

ＰＣ（４），ＭＤＸ４０
（１），レーザー加工
機（１）

陶芸：道具（１０），
電動ロクロ（２），
手ロクロ（１５），
土練機（１）
ロストワックス鋳
造：ゴム型，ワック
ス注入器，プチキャ
スト，溶解炉，電気
炉，研磨機

作業

旋盤（２），フライス盤（２），
弓のこ盤（１），ボール盤（２），
モデリングＭＤＸ５０００（１）

道具類(金属用，
木工用，樹脂用,
電気･電子用），
計測機器，電気･
電子機器（テス
ター，オシロス
コープ）など

　ＫＡＩＴ工房以外に工場の機械，溶接及び自動車棟の塗装，溶接も利用できます。
【も　の　づ　く　り】    ★金属加工★樹脂加工★木工加工★陶芸★ロストワックス鋳造・七宝焼
　　　　　　　 　　　　　        ★基板製作★電子工作★回路設計★模型制作★組み立て★測定

　　　　　　　　　　         　　★Ｔシャツプリント★版画など

【プレゼンテーション】 ★パネル・ポスター作成★ラミネート加工など

【材料， シ ョ ッ プ】 　 金属材料，木材，アクリル板，ケミカルウッド，発砲材，電気・電子部品，

 （専用品は、各スペース）  ボルト・ナット，くぎ，紙ヤスリ，銅線，粘土・釉薬 ，ベリリューム銅，銀 ，
　　　　　　　　　　　　　　    　 錫，基板，カッテｲングシート，Ａ１ロール紙など

設立：２００８年３月　面積：２，０００ｍ ２

■：ライセンス対象
■：ライセンス非対象

正門

旋盤（２），自動かんな
機（１），糸のこ盤（６），
帯のこ盤（２），丸鋸盤
（１），フライス盤（２），
ボール盤（２），〈テーブ
ルソー（１）〉

基板加工機

版画プレス機（２）
折り曲げ機（１）



3

13

②-ｂ．スペース別作業場（１）

レーザー加工機 小型モデリングマシン

基板加工機 印刷機器類

ロストワックス鋳造ＰＣ加工，印刷
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②-ｂ．スペース別作業場（２）

陶芸 木工加工

機械加工 作業場
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③道具･材料・ショップ

道具台車（移動式） ショップ（電子部品など）

代金投入ＢＯＸ＆レジ材料（各スペース毎）

２－１）．やる場
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④-a.アドバイス体制と運営時間
　◎工房職員

　　　　 マネージャー ：１名

　　　　 　 指導員　　 ：５名（機械，電気，木工，自動車，鋳造，

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 デザインの専門技術者）

　　 　 　庶務 　 ：１名

　◎アルバイト学生

　　　　 大学院生＆学部生 ：６～８名　　

　＊工房開館日：月曜日～ 土曜日

　＊開館時間帯：１０ａｍ～９ｐｍ
　＊休館日 ：日曜祭日，創立記念日，
　　　　　　 　夏期＆冬期連休（各１週間）

２－１）．やる場
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④-b.工房／工場運営体制
２００８－４－１ 　ＫＡＩＴ工房管理室

区　分 ＮＯ 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 備　　　考

① 　　溶接工場

工場 ②

職員 ③ 　　加工工場

④

⑤

１） 工房職員１名の工場勤務日を月，水，金の週３日とする

２） 勤務時間帯は、４：３０～９ｐｍとする

① 鋳造 Ａ直：２日／週

② 自動車 Ｂ直：３日／週

工　房 ③ 電気

職　員 ④ 機械，木工加工

⑤ 機械加工 月，水，金：工場勤務

⑥ デザイン，溶接 （非勤務日）

① ３Ｈ＊３日／週・人

工　房 ②

スタッフ ③ （工場繁忙時応援）

（学生） ④ （非勤務日）

⑤ （非勤務日）

⑥ （非勤務日）

工房人数 ２名 　　　５名 ４名or５名 　　５名ｏｒ６名 ６時以降ピーク

 安全講習 ３回／開館日

 設備講習 詳細は利用方法書参照

ライセンス試験 主に火曜日開催

 支援活動

外部見学対応 　　　　10:30 13:00 本学学生，教職員は、自由

専門
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　　　①．安全方針
（１） 安全講習会 ① 安全マニュアルによる講習（座学）

② 作業道具類の講習（実習）

（２） 設備講習会 ① ライセンス対象設備　１６種のものづくり訓練（実習）

　　（Ｃ級ライセンス）

（３） ライセンス試験制度 ① 課題の製作試験による評価

　　（Ｂ級，Ａ級ライセンス）

② Ａ級取得時、認定証授与

③ ランク識別札の取り付け

1 安全教育 　　（Ｃ級；青色，Ｂ級；橙色、Ａ級；赤色，手作業；黄色）

（安全な行動） （４） ヒヤリ・ハットなどの報告 ① ヒヤリ・ハット報告書の作成と公開

　ハインリッヒの法則 　　（危険情報の共有化）

　１件の大事故に至るには、３００件の ② 災害報告書（分析・対応策）の作成と公開

安全 　ヒヤリハットと２９件の軽微災害がある 　　（危険情報の共有化）

（５） 安全パトロール ① 工房安全委員が定期的に見回り、不安全行動，不安全ケ所

を改善する

（６） 防災訓練 ① 年次計画による訓練

　　（消防・避難訓練など）

（７） 指導員補助（学生）トレーニング ① 上記講習会，ライセンス取得

② ＫＹＴ訓練（イラストによる予知訓練）

（１） 安全のプレート ① 設備毎に安全基本事項の表示

　　（守る事、禁止事項，保護具など）

（２） 自主保全・安全点検 ① 工房職員が重点事項を決め、設備の点検を行い復元する

2 環境整備 ② 必要な場合、改善を実施する

（安全な環境） （３） 救急処置の手順 ① 災害が起こった場合の行動手順と連絡先を掲示

② 救急用品の整備

（４） 大掃除 ① ２回／年

（５） 提案箱の設置 ① さらなる安全性向上のための意見・提案募集

安全指導
の３点セット

２－２）やる腕



4

19

②-ａ．安全指導の３点セット

 　　 ＮＯ

　　　ＹＥＳ

\

安全講習会

　　①安全マニュアル
　　②工房安全方針
　　③運営計画
　　④道具の使用法

ライセン
ス設備
使用

設備講習会（１６種）
　指導員がマンツウマン指導
　手順書で製作課題の作成

　　　①設備構造，操作方法
　 　②段取りの仕方
　 　③安全のポイント
　　 ④加工のノウハウ

自 由 な も の づ く り

Ｂ，Ａ級ライセンス試験
　製作課題の作成を通して
　指導員が判定（チェック：１０項目）

　　　①安全操作
　　　②段取りの仕方
　　　③製品精度
　　　④作業全般

Ｃ級
ライセンス

Ｂ級
ライセンス

Ａ級
ライセンス

指導員が付く事
が前提

一部制限付きで
利用者のみ可

利用者のみで可

１ ２

３

２－２）やる腕
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②-ｂ．安全講習会（全員対象）

1．安全マニュアル
１）全般のルール

２）緊急時の対応

３）各作業場の手引き

４）安全方針

５）運営方法 他

2 . 道具の使い方

ＫＡＩＴ工房管理室

安 全 講 習 会

ＫＡＩＴ工房 安全マニュアル

安全に楽しく
利用するための手引き

工房全般の
ルール

緊急時の
対応と避難

各作業場の
手引き

P1

P2 P3〜28

KAIT工房運営委員会編

工房使用時は携帯
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②-ｃ．ライセンス制度
（設備講習会・試験課題表）

ライセンス対象 Ｎ０ 　設　　備　　名 Ｃ 級 訓練 Ｂ 級 Ａ 級 試験課題詳細

1 工房旋盤 ボルト製作 ミニジャッキボルト製作 ミニジャッキ本体製作 有り

2 工房フライス盤 ４面加工 ６面加工＋段付加工 ６面加工＋溝加工 有り

機械加工 3 弓のこ盤，ボール盤 切断，孔あけ加工 ネジ立て（タップ）加工 有り

4 モデりング 名札製作（小型マシン） ３Ｄソフト＋製作（大型） 見本有り

5 レーザー加工機 名札製作 円筒加工 見本有り

鋳　造 プチキャスト 既成品製作 ゴム型製作 見本有り

鋳造電気炉 他 　（工房札，指輪など）

陶　芸 陶芸電気炉 手ろくろ製品製作 電動ろくろ製品製作 見本有り

たたら製品製作 見本有り

基板加工 基板加工機 標準回路加工 パターン設計＋基板加工 有り

1 糸のこ盤，ボール盤 並線切り，文字切り ペン立て製作（キリン） 見本有り

2 木工旋盤 四つ爪による断付円柱切削 ﾁｬｯｸによる断付円柱切削 板ﾌﾟﾗｽによる器製作 見本有り

木工加工 3 木工フライス盤 板材に串状の切り込み 2枚の板材の組み込み 組み込みによるﾎﾞｯｸｽ 見本有り

4 帯のこ盤 直線、緩い曲線の切断 ３とペア

5 丸鋸盤 指定寸法の直線切断 ４５度角度切と2面合わせ 45度面あわせﾎﾞｯｸｽ 見本有り

6 自動かんな盤 指定の厚さまで削る ５とペア

指導員が付くことを前提 同左 制限は一部付くが、 ほとんどの作業を利用者

ライセンス内容 に作業を行うことが可能 利用者のみで作業可能 のみで可能

青色の表示札 同左 橙色の表示札 赤色の表示札

備　考 安全講習受講後 申請書提出、試験 申請書提出、試験

設備講習により取得 認定書授与（工房所長）

認定者名掲示

対象：１６種 設備講習会
指導員が直接

指導

認定試験
チェック票

認定試験
チェック票

Ａ級認定証
発行
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②-ｄ.講習会運営
　　　　　　　　　２００９－４－１　　　　　　　　ＫＡＩＴ工房管理室

ＫＡＩＴ工房では、利用開始に当たり『安全講習』を受講して頂きます。　ライセンス対象（１６種設備）は、『設備講習』を受け、

Ｃ級ライセンスを取得して頂き、自由なものづくりが可能となります。　各種講習の曜日別受講優先を下表に示します。

設備及び指導員の条件（余裕）により、いつでも設備講習は受けられます。

　　　区　　分 　　内　　容 月 火 水 木 金 土 備　　　　　　考

安全講習 安全マニュアル １１：００～，１４：００～，１８：００～（約４５分間）初回全員受講

作業道具講習 なお、１８：００閉館日は、１６：００～を加えます

ラ 機械加工 設備講習 弓のこ盤，ボール盤：Ｃ，Ａ級ライセンス，ＭＤＸ５０００；Ａ級ライセンス

イ ＣＢＡ取得者 工房旋盤，工房フライス盤：Ｃ，（Ｂ），Ａ級ライセンス　

セ 木工加工 設備講習 ボール盤，旋盤，フライス盤，帯のこ盤，糸のこ盤，丸のこ盤，かんな盤

ン ＣＢＡ取得者 ：Ｃ，(Ｂ)，Ａ級ライセンス《テーブルソーは特定指導員のみ使用可とする》

ス 陶芸・鋳造 設備講習 陶芸は、手ろくろ，電動ろくろ，たたらの３工法マスターでＡ級ライセンス

対 ＣＢＡ取得者 鋳造は、ゴム型製作でＡ級ライセンス

象 ＭＤＸ４０ 設備講習 ＭＤＸ４０：Ｃ級ライセンス

設 レーザー加工 ＣＢＡ取得者 レーザー加工：Ｃ，Ａ級ライセンス

備 基盤加工 設備講習 基盤加工：Ｃ，Ａ級ライセンス

ＣＢＡ取得者

対 作業 その都度質問 電気・電子，各種材料手作業，測定，実体顕微鏡など

象 ＰＣ・印刷 　　同　　上 Ａ１プリンター，Ａ２ラミネート，カッテｲング，Ｔシャツプリンターなど

外 ショップ 　　同　　上 小物部品はショップに、専用材料は各作業スペースに保管しています。

注）　１） 開館時間は、原則として１０ａｍ～８：３０ｐｍとします。　　但し、夏期休暇など６ｐｍで閉館する期間もあります。

　　　（日曜祝日、創立記念日、年末年始と夏期休業の一定期間は休館です。）

２） は、原則としての設備講習優先日を示します は、自由なものづくりのできる優先日を示します。

３） 利用時は、学生証を常に携帯して下さい。

４） Ｂ，Ａ級ライセンス試験は、申請書を提出し相談の上日時を決めます。（予約者を優先します）

５） イベント開催時（土曜日など）は、イベントを優先とします。

23

②-ｅ．作業手順書例

24

③-ａ．ライセンス管理システム
（拠点連携機能）

事務システム
ＤＢサーバー

ライセンス管理用
ＤＢサーバー

ＩＣ学生証

学生情報
毎日更新

工作工場 ＫＡＩＴ工房

各端末から利用可能

２－２）やる腕

追加範囲
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③ -ｂ．管理システム機器（１）

ＩＣリーダー

ライセンス管理用
ＤＢサーバー

ＣＲＴ

設備キー

キーの貸出管理

26

③-ｂ．管理システム機能（２）

２．ライセンス取得
情報登録

３．個人ライセンス確認，設備
利用可否，貸出登録（時刻）

４．終了時刻の登録

５．ファイル出力機能

ＣＲＴ画面

１．設備内容登録

傷害保険の加入に使用！

27

③-ｂ．ファイル出力例

身分・学年･学科 作業内容別個人別 利用件数 作業時間

各項目で
整理可能

障害保険に加入（証明）

28

③-ｃ．標 示 札

工房利用者は、色付表示札を付けて作業する
（目的：安全管理，学生間の連携アップ）

　　　旋盤（Ｃ）
　　　　　　　ＫＡＩＴ工房

　　　旋盤（Ｂ）
　　　　　　　ＫＡＩＴ工房

　　　旋盤（Ａ）
　　　　　　　ＫＡＩＴ工房

　　　手作業
　　　　　　　ＫＡＩＴ工房

29

①-a．夢の実現プロジェクト制度

• 夢プロ申請（助成金：最大１００万円／件）　:　４月

• プロジェクト審査会（企画書のプレゼ）　　　 :　５月　

• 課題認可（助成金決定） 　 :　６月

• 活動（作業計画，進捗管理，予算管理）

• 中間報告（幾徳祭当日）　　　　　　　　 　　　：１１月

• コンテストなど参加

• 結果報告（活動プロセス，経費，課題など）：　３月

２－３）やる気

学生のものづくりの夢を実現するため経済的にアシストし、

プロジェクトの実現を通して自身の成長への経験を積んでもらう

30

　　　①-ｂ．夢プロ チーム

ＮＯ 　　　　２００８年度 　　　　　２００９年度 備　考

1 ＫＡＩＴ　ソーラーカープロジェクト ＫＡＩＴ　ソーラーカープロジェクト 継続

2 ＫＷＲ修理屋 ＫＷＲ修理屋 継続

3 ライントレーサー技術研究会 ライントレーサー技術研究会 継続

4 Ｂｉｏ　ＣＬＵＢ（バイオクラブ） Ｂｉｏ　ＣＬＵＢ（バイオクラブ） 継続

5 ＮＯＳＥ　ＤＩＶＥ ＮＯＳＥ　ＤＩＶＥ 継続

6 ＫＡＩＴ　バイクトライアル ＫＡＩＴ　バイクトライアル 継続

7 ＰｅｔａＣＭ ＰｅｔａＣＭ 継続

8 ＳＮＳＵ開発プロジェクト ＳＮＳＵ開発プロジェクト 継続

9 ロボット制御研究会 ロボット制御研究会 継続

10 フォーミュラＳＡＥプロジェクト フォーミュラＳＡＥプロジェクト 継続

11 ＫＡＩＴ　Ｓｏｌａｒｃａｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔ ＫＡＩＴリカンベント・トラックプロジェクト 新規

12 ＫＬＬ ＬＩＮＥＡＲ 新規

13 和田　史也 Ｂ科委員会 新規

14 ＳＧＳ（ＳＴＡＲ　ＧＡＺＥＲＳ） 鳥人間プロジェクト 復活

15 メデｲア展運営委員会
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31

①-ｃ．夢プロ申請＆審査

夢プロ審査会風景

夢プロ申請書

32

①-ｄ．夢プロ中間報告会（１）

33

①-ｄ．夢プロ中間報告会（２）

34

①-e．夢プロ最終報告会

35

①-f．夢プロ報告書事例
（ソーラーカーチーム）

２００８鈴鹿大会
ＯＬＹＭＰＩＡクラス３位入賞

36

② -a．各種イベント計画

２－３）やる気

２００８年度 工房イベント計画表（案）

＊日程の入った項目は、決定イベント 黒字：検討中　　　　赤字：イベント日決定　　　青字：イベント完了 ’０８－７－２９　　　工房管理室

月 週 学校行事 オープン 学校利用行事 工房イベント 工房企画イベント 工房使用イベント 備　　考

キャンパス （学校行事＆学校利用行事と連動） （各種科学教室＆コンテスト）
1 4/4:入学式 夢プロ公募

４月 2 4/7:オリエンテーション ４／１４：工房オープン
3 4/9:ＦＭＣ・ＦＭＧ ＮＨＫロボコン展示
4
5 ４／２８：１回運委
6 5/7:創立記念日

５月 7 ５／１５：陶芸（水引き工法）教室（学生） 夢プロ審査会
8 ５／２１ブロードバンド ５／２４（土） ５／２１：ブロードバンド

9 ５／２９，３０，３１：糸鋸（ペン立て）教室（学生） ５／２６：２回運委
10 ６／５：スターリングエンジンエンジン（継続）（学生） 地球儀展示

６月 11 ６／１５（日） ６／１５：２足走行ロボットコンテスト
12 （実演） （兵頭先生）
13 ６／２４：鋳造ペンダント教室（神奈川工高ＰＴＡ） ６／２３：３回運委
14
15 ７／１３（日）

７月 16 （体験）
17 7/22:前期定期試験開始 ７／２６：ロボット工作教室（金井先生） 鳥人間飛行機展示
18 ７／２７（日） ７／２７：工房地域オープン（見学会） ８／２：陶芸，木工，レーザー加工教室（睦合北公民館） ７／２９，３０：４回運委

19 8/2:夏期休業開始 ８／７，８：全国理科教育大会 ８／８：理科教諭ものづくり体験
８月 20 ８／２０，２１：鋳造，レーザー／ＭＤＸ教室（高校生）

21 ８／１９：レゴマインドストームロボット(県）

22 ８／２４（日） ８／２４：写真展（アラスカの自然）（１週間）
23 ９／７：第２回ホームカミングデー ９／７：ホームカミングデー小学生同伴組ものづくり体ものづくり教室（７講座） ９／４：職員・委員懇親会

24 ９／１３：ロボット工作教室（金井先生）
９月 25 9/17:後期授業開始

26 ９／２７（土）
27
28

１０月 29 10/11:体育祭 １０／１８（土）

30
31 １１／１：鋳造，陶芸，木工教室（木売場こども会３０名）
32 11/７，８:学園祭 １１／８，９：幾徳際第１回ものづくり製品コンテスト １１／８：ＢＢ収録 １１／８，９：夢プロ報告会

１１月 33 （見学，展示，投票，販売，クイズ） 電子工作教室１，２,，３（学生）
34 １１／２２，２３：Ｆｕｎｎｅｌ　Ｗｏｒkｓｈｏｐ（鈴木先生）
35 １１／２９（土）

36
１２月 37 １２／６：ロボット工作教室（金井先生）

38
39 12/24:冬期休業開始
40
41 1/6:授業再開

１月 42
43 1/19:後期定期試験開始
44
45

２月 46
47 第１回小学校ものづくり夢体験
48 第１回小学校ものづくり夢体験 ２／末：夢プロ報告書提出

49
３月 50 第２回小学校ものづくり夢体験

51 3/21:学位記授与・卒業式 第２回小学校ものづくり夢体験
52 ３／２７（金） 夢プロスタンプラリー

工房閉館
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②-ｂ．各種イベント事例

 

 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます！ 

ＫＡＩＴ工房では『歓迎イベント：その１』

として、イニシャルを造ろう（無料）を開

催します。 銅製のペンダントを製作し、

七宝焼きによる色着けで完成します。  

事前に｢安全講習会｣を受講し、下記日程か

ら選んで工房にて申し込み下さい。 

 

開催日時 

開 催 日     １回目     ２回目   人数 

４月２１日（火曜日） ３：３０ｐｍ ６：３０ｐｍ  各５名 

４月２４日（金曜日） ３：３０ｐｍ ６：３０ｐｍ  各５名  

４月２８日（火曜日） ３：３０ｐｍ ６：３０ｐｍ  各５名  

５月１１日（月曜日） ３：３０ｐｍ ６：３０ｐｍ  各５名  

５月１４日（木曜日） ３：３０ｐｍ ６：３０ｐｍ  各５名  

       初日：ワックス彫刻～ワックスツリー・石膏成型 (上記時刻) 

製作工程  ２日目：熔解・注湯～バラシ、七宝焼～研き（時刻予約） 

     （３日目：研き（いつでも自由な時間）） 

ＫＡＩＴ工房 新入生歓迎イベント 

イニシャルを造ろう  
〈ロストワックス鋳造＋七宝焼〉 

ＮＯ 区分 ｎｏ 製　作　内　容 使　用　設　備

1 木工 ① 折りたたみ式テーブル ドリル盤，フライス盤など

② お地蔵さんなど 旋盤

2 鋳造 ① ペンダント（ダリンなど） ロストワックス鋳造

② オリジナル指輪

3 陶芸 ① 荒目粘土の陶器 ロクロ

② アイデｲア商品（お玉受け）など

4 機械加工 ① スターリングエンジン 旋盤，フライス盤

② 金型製作 大型モデリングマシン

5 ＰＣ・印刷 ① ガラスコップ，アクリルへの加工 レーザー加工機

② 浮き彫り加工 小型モデリングマシン

（恐竜，昆虫，魚など）

6 基板加工 ① 電子工作（ライントレーサー， 基板加工機

ＬＥＤフラッシャー，ルーレット）

7 作業 ① 大人の科学 簡易塗装装置（準備中）

（ラジコン，プラモデルなど）

＊《第一回ものづくりコンテスト＆販売会》は、別紙参照して下さい！！

　『第一回ものづくりコンテスト＆販売会』を幾徳祭（１１月８，９日）に開催します。
　このイベントに向かって、下記に示す製作品の『ものづくり教室』を開催します。
　ＫＡＩＴ工房展示品（見本）を見て頂き、気軽に挑戦して下さい。
　詳細は、工房にて説明します。

ものづくり教室

ものづくり教室
１．対象者　　　　：学生＆教職員の方（Ｃ級ライセンス取得者）
２．期間　　　 　　：９月１日～１０月３１日
３．材料　　　　　 ：工房にて準備します。（受講者負担）
４．運営　　　　　 ：設備講習，自由なものづくりと並行して実施しますので、
　　　　　　　　　　　工房利用方法に則り設備を有効に利用して下さい。
５．その他　　　　：製作見本は、上記の物以外にも多数有ります。
　　　　　　　　　　　参考にして、独自色を出して下さい。

38

②-ｃ．各種イベント事例
K A IT 工房 

電子工作入門教室 
その２  

―ラ イン トレーサー・ ロボッ トの製作― 

 
①期間・・ ・１０ ～１２ 月 随時受付 

②費用・・ ・ 材料費（5 0 0 円）のみ 

③セン サや制御の基礎、電子工作の学習に

最適。初心者、大歓迎 

④希望者は各指導員に申し込んでください。 

電子工作リスト

ＮＯ 　　　名　　　　称

1 電子ルーレット
2 簡潔ライントレーサー
3 ＬＥＤフラッシャー
4 スピーカー（ＢＯＸ）
5 スクロール時計
6 ファッションライト
7 大型７セグＬＥＤ時計
8 ライントレサーロボット
9 Ｄ級アンプ
10 Ｘ’ｍａｓイルミネーション
11 赤外線警報装置

39

③-ａ．参考作品展示

機械加工 陶芸

木工加工 電子工作

２－３）やる気

40

③-ｂ．教 材 例

押し印鋳造プロセス

鋳造ペンダント 七宝焼き

41

④工房表彰制度

２－３）やる気

42

3. 工 房 活 動 実 績
２００８年度 工房活動のまとめ（’０９－３月末）

ＫＡＩＴ工房管理室

'08-4 5 6 7 8 9 10 11 12 ’０９／１ 2 3

安全講習会

設備講習会

ライセンス試験

自由なものづくり

夢プロ活動

課題製作活動

ものづくり教室

（特定課題，工法） 　　陶芸　木工 　　　　　機械加工 　　　　　　　　機械，鋳造，レーザー，モデリング 　電子工作（Ｎｏ。１～１１）

　　　　　　　　陶芸，木工，電子工作，印刷他

外部者工房体験

（教室） ＰＴＡ 　　　　　　　　小学生　　高校生 ホームカミングデー 小学生 　　　　　　ものづくり夢体験

（鋳造） 　　　（木工，レーザー）　（鋳造） （陶芸，鋳造，木工） （陶芸，鋳造，木工） （陶芸，鋳造，木工・レーザー加工 ）

科学教室

２足走行 　ロボット レゴ　　　 燃料電池　ロボット Funnel　Workshop ロボット

ロボット 工作教室 マインドストーム　　　工作教室 工作教室

ロボット

特別企画 ◆

　　　　　　　写真展 　製品コンテスト，販売会 日本工業教育経営研究会（発表）

　　　　（アラスカの自然） 　　（１１／８，９：幾徳祭） 　自由な創作活動を支援する『ＫＡＩＴ工房』

　　　　　　　▼ 　 ▼ 　（１２／６：都立工芸高等学校）

　　　　　　　ＢＢ 　ＢＢ

オープンキャンパス 　　　　　　　★ 　　　　★ 　　　★　　　★ 　　　　　　　★ 　　　　　　　　★ 　　　　　★ 　　　　　　  ★ 　　　　　　  ★

（見学，体験）

作品展示（常設）

各種講習作品 ＮＨＫロボコン 　　　　地球儀 鳥人間飛行機 　　　ソーラーカー　各種教材 夢プロパネル

見学（外部者）

工房開所

安全講習受講者：７１９名

Ａ級取得者：３5名

累計：９，３３７名

トータル：４９７名

トータル：４，２４３名（内高校生：1,５６２名）
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３－１）．①工房利用状況（１）
工房利用者数（累計）

0
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名

外部者利用者　　

学生工房利用者

安全講習受講者

外部者利用者　　 0 0 0 102 153 255 255 345 375 375 431 497 497 497

学生工房利用者 464 1194 1938 2874 3295 4566 5036 6120 7004 7636 8207 8664 9441 10158

安全講習受講者 147 242 342 378 391 439 572 620 654 678 703 765 884 979

2008/
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5 6 7 8 9 10 11 12
2009/

1
2 3 4 5

44

３－１）．①工房利用状況（２）

工房奨励賞（２００９／２／２８）
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３－２）．イベント
①地域住民対象

高校生 ものづくり講習受付中！

 講習日程

Ａ組 Ｂ組

鋳造 ８月２０＆２1日午後１：３０～ ８月２５＆２６日午後１：３０～

加工 ８月２０日(水），２１日(木），２５日(月），２６日（火）午後１：３０～

* ２５，２６日は、工房館内にて写真展『アラスカの自然』開催中！！

鋳 造 レーザー加工

モデリング加工

ロストワックス法で、ペンダント
や指輪を制作しよう

ＰＣにデザインを作成し、

木，アクリル，ＡＬ板に加工しよう

神奈川工科大学
ＫＡＩＴ工房管理室

ＴＥＬ：０４６－２９１－３３３２

ｍａｉｌ：itano@ctr.kanagawa‐it.ac.jp

募集人員：１０名*２組

講習代：３００円

募集人員：８名

講習代：１００円／枚

場所：ＫＡＩＴ工房
申込みは、工房カウンターにて氏名･住所･生年月日記入して下さい。
又は、ＴＥＬ ｏｒ ｍａｉｌにて申込み下さい。

小学生 ものづくり講習受付中！

 講習日程

製作日 　下絵・釉薬塗り日(陶芸）

鋳造 ８月２日（日）午後１：３０～ ８月２３日（日）午後１：３０～

木工 ８月２日（日）午後１：３０～ ８月２３日（日）午後１：３０～

陶 芸 木 工

手ろくろを使って、粘土で

コップやお茶碗づくりをしよう

糸のこを使って、コースター

（野菜形状）づくりをしよう

神奈川工科大学
ＫＡＩＴ工房管理室

ＴＥＬ：０４６－２９１－３３３２

ｍａｉｌ：itano@ctr.kanagawa‐it.ac.jp

募集人員：１０名

講習代：５００円

募集人員：４名*２組

講習代：３００円

場所：ＫＡＩＴ工房

46

①-ａ：ものづくり体験風景（１）

糸鋸 陶芸

鋳造 レーザー加工

47

①-ａ：ものづくり体験風景（２）

注湯ワックス成形

ロボットコースター 48

①-b：コンテスト風景

ライントレース
ロボット

燃電コン２足歩行ロボット
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49

②学園祭（ＫＡＩＴ工房イベント）

50

②-ａ:ものづくりコンテスト

  ＫＡＩＴ工房

第一回 ものづくりコンテスト

　　ＫＡＩＴ工房半年の節目として、日頃のものづくり
製品を一堂に展示し、コンテスト（投票と競技形式）
を開催し表彰します。
同時に、製品を販売したい人は価格を表示し販売可
能とします。
　　開催日は、幾徳祭イベントとして幾徳祭当日
（１１月８，９日）に行います。
また、出展件数を学科別集計し、多い学科の公表も
行います。

学生，教職員の皆さんへ

コンテスト内容
　１．出展対象者 　　：学生＆教職員（個人及びグループ）
　２．作品　　　　  　　：ＫＡＩＴ工房を利用して製作したもの
　３．制作期間　 　　 ：２００７－１０－１５～２００８－１１－５
　４．出展申込み　 　：１０月２０日から１０月末までに工房管理室へ
　５．投票形式　　　　：ＫＡＩＴ工房見学者全員による優秀作品５点投票
                              競技部門 (ライントレーサー，スターリングエンジン

　　　　　　　　　　　　　　　　など）は性能競技を行います
　６．表彰　　　　　　　：投票：ものづくり大賞，優秀賞，努力賞
　　（詳細は後日） 　   競技：競技別に優勝，準優勝
　７．出展票　　　　   ： ①作品名称
　　（工房カウンター）  ②制作者　（学科名と氏名）
　　　　　　　　　　　　　  ③工夫した内容（アピールポイント）
　　　　　　　　　　　　  　④販売価格（販売希望価格、又は非売品）
　８．その他　　　　　 ：作品には、触らないよう徹底します

　幾徳祭コンテストに向けて、今から準備しよう！

51

②-ｂ:コンテスト風景（1）

１５４点展示
52

②-ｃ：作 品 例（１）

53

②-ｃ：作 品 例（２）

54

②-ｃ：作 品 例（３）
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55

②-ｄ：コンテスト結果

• 出展作品数 :１５４点

• 投票者数 :６００名

　　(max５点投票／人）

• ものづくり大賞 ：１２４票

• 優秀賞 :１００，６６票

• 努力賞：４６，４３，３４票

受賞者

作品販売金額:約４０，０００円
56

③その他の工房利用例

Ｂ．Ｂ収録 写真展

ライントレサー パズル挑戦

57

④参加者感想・要望

感想・要望の声

・全ての作品が1つづつ丁寧にできていてキレイでした。 ・個性がでてて楽しいものばかりでした。

・デザインなど、とてもきれいに作られていて目をひかれるものがたくさんありいました。 ・ギターが手作りできるとは・・・驚きでした。

・作りにこだわった作品、デザインにこだわった作品ばかりで驚きました。 ・マイコンカーは実際動いてるのをみたい。

・神奈川工科大学ならではのものをもっと出してほしい。 ・キーホルダーはデザインが豊富で見ていて飽きない

・機械工作のものは説明がつかないとわからないものもありました。 ・ぜひ工房を地域にも開放して欲しい。
　説明書・使い方などもわかるように展示した方が良いと思います。

・いろいろな作品がある事に驚きました。もの作りを楽しんでいる事が伝わってきます。
　
・いろいろな工作機器を使わせてもらえる学生は幸せだと思いました。

以上の意見ほか、多数のご意見・ご要望頂きました。
・レーザーもモデリングもとても細かくキレイでした。もっと複雑な作品も見たいです。
　
・電気・電子の展示物は1つ1つに何に使うものかや苦労した点など書かれていると
　分かりやすいと思いました

･電子のものは作り方とかが複雑に見えるので凄いと思いました。

・どの作品も作者の思いが入っており、和ませてくれる作品ばかりでした。
　

・電子作品はもっと触って試してみたかった。

赤字:感想，青字:要望

58

４．今後の課題

１．学生利用者の拡大
　　　＊モチベーションを高めるアドバイス

　　　　＊小さな成功体験（快感）へ教材開発，イベント
　　　　＊自作製品販売コーナー常設
　　　　＊独自の製作課題（ミニ夢プロ化）
　　　　＊卒業生＆退職教職員の利用制度

２．イベントなどの充実
　　 ＊地域と連携した定期的体験教室化

　　　　　　　　　　（長期連休，土曜日）
　　　 　＊地域社会・産業界との連携活動など

59

2009年度　ＫＡＩＴ工房利用実績表
工房管理室

区分 　　内　　　容 ２００８年度 ２００９／４ 5 6 7 8 9 10 11 12 2010/1 2 3 合計 累計

安全講習     6 765 119 86 205 970
Ａ級ライセンス 35 0 2 2 37
表彰件数 6 19 19 25

学 ものづくり教室 　　　新入生歓迎イベント
科学教室 　　　イニシャル　陶芸作  版画教室

内 特別企画 キャンドルナイト ホームカミングデー 幾徳祭
ものづくり大賞，販売会

バイオ・グリセリン・ソープ
合　計 0

利用者総数（累計） 9337 878 830 1708 11045
７回

ものづくり 厚木市内小学生： 　　　　第１回　第２回 第３回 　第４回 第５回
地 体験教室 　　　■

平塚工高ＰＴＡ
　　　■
探検隊（２０）

７回 　　 　■ 　■　■ ■
域 科学教室 　　ロボコンにチャレンジ

合　計 497 0 0 0 497
開催日 ９回 ▲ 　▲　▲ 　　　▲ 　　▲ 　　▲ 　　　　▲ 　　　　▲

Ｏ Ｃ 高校生 0
一般 0

合　　計 0
高校生 1562 4 280 284 1846
一般 1095 10 19 29 1124

見 建築関係者 1113 110 97 207 1320
官庁，教員 255 2 16 18 273

学 小，中学生 154 0 0 0 154
ジャーナリスト 64 1 3 4 68

合　　計 4243 127 415 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 542 4785
公 　★ 　★

学外 ２００９建築賞（工房） 第１９回全国大会発表
報
安 災害内容
全 件数 0 0 0 0 0

60

新たな設備増強

　　２００９年度　工房整備計画

ＮＯ 区　分 ｎｏ 　　　内　　　容 数量
1 設備新設 ① 版画プレス機(大、小） 1

② アルミ切断機 1
③ アルミ折曲げ機 1
④ 土練機 1
⑤ 物置倉庫 3

2 設備増強 ① レーザー加工機 1
② ＰＣ＆Ａ－ＣＡＤソフト 2
③ 材料収納ロッカー，棚 7
④ 工具類 4
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61

新たなイベント例
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厚木市内小学校配置

厚木市内２３校対象イベント
（５回／年予定）


